
木 19
金 20

金　6
土　7

日　8

木12
金13
土14

日15

火17

  7/

水 18

火10

日  1

月　2

月　9

水11

火　3

水　4

木　5

あやめまつり　～7月8日、9：00～、平鹿浅舞公園
平鹿・あやめマラソン　9：45～、浅舞公民館
十文字さくらんぼまつり　～7月15日、案内所　23-9320
さくらんぼタネ飛ばし大会　9：30～、十文字陸上競技場
地域消防訓練大会（横手・増田・大雄地域）
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始7月18日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
横手市戦没者追悼式　10：00～、横手市民会館
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

地域消防訓練大会（雄物川地域）

地域消防訓練大会（平鹿・大森・十文字地域）
増田奉納盆おどり　19：00～、詳しくは17ページ
　急 市立横手病院（細谷医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
育児相談「相談のおもちゃ箱」　15：30～、植田保育所、
子育て支援センター　55-2255
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
横手わか杉カップ　～15日、詳しくは7ページ
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
雄物川郷土資料館『昆虫展』　

横手市消防訓練大会　8：30～、秋田ふるさと村第４駐車場
よこいち。『県北フェア』　10：00～16：00、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（渡辺医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
わくわくフェアinおものがわ　
あやめ杯民謡大会　
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
田楽灯ろうコンクール　18：00～受付、19：15～練り歩き、
大森町赤レンガ蔵周辺、大森地域局産業建設課　26-2116
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館
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7.1　7.207.1　7.20災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月８日（日）「ドラえもん 
　　　　　　　新・のび太と黄金のスパイ大作戦」 【107分】
７月15日（日）「カンフーパンダ２」  　　  　　　 【 90分】
７月16日（月）「ファインディング・ニモ」        【100分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第22回あやめ杯民謡大会
　秋田県民謡連盟公認の『あやめ杯民謡大会』
は新人発掘の登竜門として位置づけられ、例年
100人近い出場者が自慢の〝のど〟を競います。
◆日　時／７月16日（海の日）9：00～15：00
◆場　所／浅舞公民館   ◆入場料／無料
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課 　24-1118
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わくわくフェアinおものがわ
水と親しみ夏の一日を楽しもう！

■７月16日（海の日）9：30～15：00
　同日開催：小型電気自動車レース
　川の通信簿で〝５つ星〟
を獲得した雄物川河川公園
で『わくわくフェアinおも
のがわ』を行います。恒例
のイワナのつかみ取りやカ
ヌー体験のほか、豪華賞品
の当たる○×クイズ、秋田
のご当地アイドル「pramo
（プラモ）」のステージも行
われます。また、今年は県
内の高校生・一般の方が製
作した小型電気自動車レースと、電気自動車試
乗体験も同日開催します。流れる水と親しみな
がら、夏の一日をぜひ雄物川河川公園でお過ご
しください。
◆場　所／雄物川河川公園　※雨天中止
◆日　程／9：30～ 太極拳演舞、さかな釣り大会
　10：00～ 大道芸人ショー、pramoライブ＆トーク
　11：00～ イワナつかみ取り、下水道サミット
　12：00～ ○×クイズ、餅まき
　13：00～ 電気自動車レース
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課 　22-2111
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『昆虫展』～不思議な形と色の世界～
雄物川郷土資料館 特別展

■７月14日（土）～９月23日（日）
　身近にいながら観察する
機会が減った地元の昆虫を
はじめ、シボリアゲハやホ
ウセキゾウムシなど珍しい
昆虫も展示します。虫たち
を通して、生命の不思議を
感じてみませんか。　
◆時　間／9：00～17：00
　　　 （入館は16：30まで）
◆休館日／毎週月曜日
　　　　　※月曜日が祝日の場合はその翌日
◆入場料／一般100円、高校・大学生50円、
          中学生以下無料
◆場所・問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793

 

市報市報

　６月12日、皆瀬川の皆瀬頭首工で、増田小
学校の１年生48人がアユの稚魚放流を行いま
した。これは、命の大切さと頭首工の役割り
を知ってもらおうと、秋田県雄物川筋土地改
良区が主催。児童たちは、約10㌢に成長した
稚魚が入ったバケツをそっと傾け「大きくな
ってね』と声を掛けながら放流を行いました。

元気に大きくなってね

. 1. 1772012（平成24）年
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市政の窓行政報告 市政の窓  行政報告 

今月の表紙

　アユの放流事業は、児童たちに
自然環境や命の尊さ、頭首工の役
割りを知ってもらおうと、皆瀬頭
首工が新設された翌年の平成22年
から、秋田県雄物川筋改良区の主
催で行われています。放流後、頭
首工や管理棟を見学して、川をせ
き止め、田んぼに水を引き込む役
割りなども学習しました。

目次_CONTENTS

02　市政の窓
　　　特別列車『平泉・藤原号』を
　　　運行、水防訓練ほか

04　市議会６月定例会
　　　市長所信説明・補正予算

07　市政情報
　　　横手わか杉カップ、横手市自
　　　治基本条例市民フォーラム、
　　　市立横手病院職員募集ほか

11　震災がれきの試験焼却、
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12　まちの話題
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し
ゅ
り

『男女共同参画かるた読み札』入賞作品決定

身近な暮らしをしたためて
　
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
は
、
か
る
た
を
通
じ
て
『
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
』
の
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
４
月
１
日

か
ら
５
月
20
日
ま
で
『
か
る
た
の
読

み
札
』
を
募
集
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
５
９
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

４
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
６
月
20
日
に
秋
田
県
南
部
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
藤
原
惠
美
子
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

【
最
優
秀
賞
】

◎
見
つ
け
よ
う
　
認
め
よ
う

　
　
　
　
大
切
な
人
の
い
い
と
こ
ろ

　
　
武
田
奈
美
（
羽
後
高
校
１
年
）

【
優
秀
賞
】

◎
台
所
　
並
ぶ
両
親
　
子
は
笑
顔

　
　
高
橋
朱
季
（
増
田
高
校
１
年
）

◎
パ
パ
な
の
に

　
　
　
マ
マ
ざ
め
を
す
る
　
日
曜
日

　
　
　
藤
田
マ
サ
ハ
ル
（
雄
物
川
）

◎
性
別
に
　
と
ら
わ
れ
た
く
な
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
人
生

　
高
橋
由
香
里
（
羽
後
高
校
１
年
）

◎
子
育
て
は
　
協
力
・
分
担
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
か
ち
合
い

　
加
藤
く
る
み
（
羽
後
高
校
１
年
）

３団体が国土交通大臣表彰受賞

花と緑の愛護に顕著な功績
　
６
月
２
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

た
『
第
23
回
全
国「
み
ど
り
の
愛
護
」

の
つ
ど
い
』
に
お
い
て
、
緑
を
守
り

育
て
る
活
動
に
功
績
の
高
い
全
国
の

愛
護
団
体
・
87
団
体
が
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
横
手
市
か
ら
は
、
次
の
３
団
体
が

受
賞
し
て
い
ま
す
。

◎増田町婦人会（増田・鶴飼
美和子会長）＝国道342号の緑
地帯に設けた花壇の花苗付け
や除草活動が評価。

◎小松川部落会（山内・山本
實会長）＝町内一丸となった
国道107号沿いの花壇の管理、
除草、清掃等の活動が評価。

◎景観形成作物導入事業連絡
協議会（大雄・大屋敷進会長）
＝たいゆう緑化園の花の定植
や管理、除草活動が評価。

　
６
月
16
日
に
、
岩
手
県
平
泉
町
に

向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
特
別
列
車
『
平
泉
・

藤
原
号
』
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、『
平
泉
』
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
横
手
盆
地

を
舞
台
と
し
た
後
三
年
合
戦
を
通
じ

て
、
歴
史
的
に
強
い
結
び
つ
き
を
持

つ
平
泉
町
・
横
手
市
・
美
郷
町
が
広

域
的
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
Ｊ
Ｒ
と
共
同
企
画
し
た
も
の
で
、

今
回
が
３
回
目
の
運
行
で
す
。

　
始
発
の
秋
田
駅
で
は
、
こ
の
春
結

成
さ
れ
た
『
清
原
紅
蓮
隊
』
が
駅
構

内
で
武
将
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り

広
げ
特
別
列
車
を
Ｐ
Ｒ
。
二
両
編
成

の
列
車
は
、
午
前
７
時
45
分
に
秋
田

駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
横
手
駅
か
ら
は
、
４
月
に
『
後
三

年
合
戦
文
化
に
関
わ
る
交
流
連
携
協

定
書
』
を
２
市
町
間
で
交
わ
し
た
五

十
嵐
市
長
と
松
田
・
美
郷
町
長
が
乗

車
し
、
両
首
長
は
車
内
で
乗
客
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、
両
市
町
と
平

泉
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
の
担
当
者
が
、
平

泉
町
と
横
手
市
・
美
郷
町
と
の
歴
史

的
関
係
を
紹
介
す
る
と
、
乗
客
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
特
別
列
車
は
、
緑
鮮
や
か
な
錦
秋

湖
な
ど
を
臨
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
山
脈
を
越
え
、
平
泉
駅
に
到
着
。

　
駅
で
は
菅
原
・
平
泉
町
長
が
特
別

列
車
を
出
迎
え
、
五
十
嵐
市
長
と
松

田
町
長
が
、
平
泉
へ
の
思
い
を
込
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
の
ぼ
り

旗
を
菅
原
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
泉
町
役
場
で
三
首
長

に
よ
る
会
談
が
行
わ
れ
、
平
泉
文
化

が
『
自
分
た
ち
の
宝
物
』
と
い
う
意

識
を
共
有
す
る
こ
と
や
、
平
泉
に
ゆ

か
り
の
あ
る
横
手
・
美
郷
の
両
市
町

を
含
む
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
平
泉
を
起
点
に
国
内
外
に
情

報
発
信
し
誘
客
に
結
び
付
け
て
い
く

こ
と
な
ど
、
県
境
を
越
え
た
広
域
的

連
携
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、

３
市
町
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
合

う
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

特別列車『平泉・藤原号』を運行　

３市町が県境を越え観光連携等を確認

１_清原紅蓮隊も列車に乗り込み、平泉駅でパフォーマンスを披露　２_菅原・平泉町長が駅に出迎え。
五十嵐市長と松田・美郷町長が、乗客らのメッセージが書かれたのぼり旗を手渡す　３_同日、開催さ
れた『平泉世界文化遺産登録一周年記念・東北復興応援　復興祭2012』でも横手やきそばは大人気
４、５_終始和やかな雰囲気で行われた会談　５_切符がすぐに完売した特別列車

１１

２２

３３

４４５５６６

ぐ
れ
ん
た
い

平成24年度　横手市水防訓練 

河川増水に備え、水防技術を確認

『川倉工法』を実施する大雄消防団『川倉工法』を実施する大雄消防団

　
６
月
９
日
、
平
成
24
年
度
横
手
市

水
防
訓
練
が
雄
物
川
の
大
上
橋
下
流

に
あ
る
大
雄
運
動
広
場
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
る
河
川
の
増
水
に
備
え
、
消
防

団
員
の
水
防
技
術
向
上
を
目
的
に
毎

年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
県
南
部
が
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、雄

物
川
が
急
激
に
増
水
し
た
た
め
、
国

土
交
通
省
が
水
防
警
報
を
発
令
。
今

後
、
氾
濫
水
位
を
超
え
る
た
め
警
戒

が
必
要
」と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。

参
加
し
た
市
内
８
つ
の
消
防
団
、
２

５
７
人
は
水
位
の
変
化
に
応
じ
た
水

防
工
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
横
手
、
山
内
消
防
団
は
、
堤
防
の

の
り
面
の
崩
壊
を
防
ぐ
『
シ
ー
ト
張

り
工
法
』、
増
田
、
雄
物
川
、
十
文
字
、

大
雄
消
防
団
は
、
出
水
時
の
最
も
基

本
的
な
対
策
と
な
る
『
積
土
の
う
工

法
』
を
実
施
。
ま
た
、
平
鹿
、
大
森

消
防
団
は
、
土
の
う
を
固
定
し
た
樹

木
を
流
し
て
水
流
を
緩
め
る
『
木
流

し
工
法
』、
大
雄
消
防
団
は
丸
太
を
縄

だ
け
で
組
み
上
げ
て
、
水
の
勢
い
を

弱
め
る
伝
統
的
な
『
川
倉
工
法
』
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
工
法
を
説
明

す
る
看
板
が
掲
示
さ
れ
、
地
域
住
民

に
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
　

　
河
川
増
水
時
の
消
防
団
員
の
迅
速

な
行
動
は
、
地
域
住
民
を
水
害
か
ら

守
る
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。
状

況
を
想
定
し
て
各
工
法
を
的
確
に
実

施
す
る
団
員
か
ら
は
、
水
防
意
識
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
　
　

　

『積土のう工法』を実施する雄物川消防団『積土のう工法』を実施する雄物川消防団 『シート張り工法』を実施する山内消防団『シート張り工法』を実施する山内消防団

つ
み
ど



　
　
４
月
初
め
の
急
速
に
発
達
し
た

低
気
圧
の
影
響
で
、
ま
た
し
て
も

自
然
の
猛
威
に
よ
る
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
の
暴
風

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
内
で
は
広
い
範
囲
で
停
電
が

発
生
し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
が

再
び
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
東
北
電
力
横
手
営
業

所
と
平
成
20
年
に
締
結
し
て
い
る

『
災
害
時
の
協
力
に
関
す
る
覚
書
』

の
運
用
に
つ
い
て
、
去
る
５
月
16

日
に
改
め
て
協
議
を
行
い
、
非
常

時
に
お
け
る
情
報
交
換
や
連
絡
体

制
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
も
油
断
せ
ず
に
市
民
へ
の

連
絡
体
制
な
ど
、
市
と
し
て
万
が

一
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
な
が
ら
防
災
対
策
強
化
に

努
め
ま
す
。

　
現
下
の
経
済
・
雇
用
情
勢
は
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
県
内
で
は
産
業
界
が
中
心
と

な
り
、
新
た
な
販
路
を
開
拓
し
て

農
業
の
可
能
性
を
引
き
出
そ
う
と

す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　
安
定
的
な
行
政
運
営
を
進
め
、

住
む
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
す
た
め
、
市
民
が
受
け

継
い
で
き
た
文
化
、
産
業
、
食
、

自
然
な
ど
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
雇
用
を
生

み
出
す
取
組
み
を
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
安
全
で
安
心
な
農
作
物
の

提
供
に
向
け
て

　『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』

事
業
を
推
進
し
て
い
る
当
市
に
と

っ
て
、
農
産
物
の
安
全
安
心
の
確

保
は
最
大
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
以
降
は
、
市
民
の
皆
様
に
安
心

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
空
気
中
の

放
射
線
量
は
も
ち
ろ
ん
、
農
産
物

や
飲
料
水
な
ど
の
放
射
性
物
質
検

査
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
て
き
ま
し
た
。
検
査
の

結
果
は
、
大
震
災
発
生
以
前
と
変

わ
ら
な
い
安
全
な
状
況
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
産
物
の
検

査
な
ど
は
、
市
独
自
の
検
査
機
器

が
な
い
た
め
、
県
や
民
間
の
機
関

で
検
査
を
行
っ
て
き
た
の
が
現
状

で
す
。
放
射
能
対
策
に
つ
い
て
は
、

横
手
市
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や

加
工
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
な

ど
、
今
後
も
長
期
的
な
対
応
が
必

要
と
考
え
、
独
自
検
査
を
行
う
機

市議会６月定例会　市長所信説明

器
購
入
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
検
査
機
器
導
入
に
よ
り
、
生
産

者
や
消
費
者
が
利
用
し
や
す
い
検

査
シ
ス
テ
ム
体
制
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
い
つ
で
も
よ
り
安
全
安
心

な
横
手
農
産
物
の
提
供
や
消
費
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

選
定
に
向
け
た
取
り
組
み

　
平
成
22
・
23
年
度
の
２
カ
年
で

『
増
田
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
対
策
調
査
』
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
は
、
国
か
ら
重
伝
建
地
区
と

し
て
選
定
さ
れ
る
よ
う
、
増
田
の

町
並
み
や
建
造
物
等
の
保
存
と
継

承
、
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
住

民
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
保

存
計
画
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
議
会
に
は
、
増
田
の

町
並
み
を
通
年
型
の
観
光
地
と
し

て
全
国
に
展
開
し
、
観
光
客
の
更

な
る
増
加
を
目
指
す
た
め
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
事
業

　
市
で
は
、
非
常
時
に
お
け
る
避

難
所
や
防
災
拠
点
に
対
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
を
支

援
す
る
、
環
境
省
の
基
金
事
業
を

活
用
し
、
公
共
施
設
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
議
会
に
は
、
大
雄
庁
舎
と
雄

物
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
設
備
を
設

置
す
る
工
事
費
の
ほ
か
、
来
年
度
、

山
内
庁
舎
と
平
鹿
中
学
校
に
設
備

を
設
置
す
る
た
め
の
設
計
業
務
委

託
費
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

福
祉
医
療
制
度
の
拡
大

　
市
で
は
現
在
、
未
就
学
児
の
通

院
と
入
院
医
療
費
、
そ
し
て
小
学

生
の
入
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
所
得
制
限
や
一
部
自
己
負
担

を
設
け
て
い
る
秋
田
県
の
福
祉
医

療
制
度
を
市
独
自
に
拡
充
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
更
な
る
子
育

て
支
援
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
対
象
を
拡
大
し
、
小
学

生
の
通
院
医
療
費
に
も
全
額
助
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
県
が

新
た
に
小
学
生
ま
で
対
象
を
拡
大

し
て
実
施
す
る
８
月
１
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
観
光
振
興
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
観
光
振

興
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

国
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
や
旅

行
形
態
の
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
で
き
、
各
地
域
の
行
事
や
増
田

の
町
並
み
な
ど
、
地
域
の
強
み
同

士
が
連
携
で
き
る
『
強
い
横
手
の

観
光
』を
目
指
し
、『
横
手
な
ら
で

は
』の
観
光
施
策
を
進
め
る
た
め
、

『
横
手
市
観
光
振
興
計
画
』
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、『
横
手
の
冬
を
ブ
ラ

ン
ド
化
プ
ラ
ン
』
な
ど
、
18
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

横
手
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　
横
手
市
土
地
開
発
公
社
は
、
地

域
の
秩
序
あ
る
整
備
と
住
民
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
昭
和
48
年
に
設
立
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
工
業
用
地
や
宅

地
の
開
発
事
業
を
は
じ
め
、
各
公

共
事
業
用
地
の
先
行
取
得
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
で
は
、
地

価
が
下
落
す
る
な
ど
公
共
用
地
を

先
行
取
得
す
る
意
義
が
低
下
し
て

い
る
ほ
か
、
新
た
に
土
地
を
取
得

し
て
の
公
共
事
業
が
激
減
し
て
き

て
お
り
、
公
社
設
立
時
の
所
期
の

目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
本
年
度
中
に
解
散

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

重要伝統的建造物群保存地区選定に向けた
取り組みが行われている増田の町並み

市議会６月定例会
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地
域
の
特
性
を
生
か
し

　
　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

　
横
手
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
11
日
か
ら
27
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
市
長
が
行
っ
た
所
信
説
明
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
１
０
５
０
０
）
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
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は
じ
め
に

 

新
た
な
施
策
へ
の
取
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み

 

新
た
な
施
策
へ
の
取
組
み

平鹿町浅舞の水田から
眺める鳥海山

■一般会計補正額　　　　　６億６,２７２万５千円

◎主な補正予算の内容

　●暴風被害等公共施設修繕費･･･････５，８７９万１千円

　●公共施設再生可能エネルギー等導入事業

　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・･････････７，５８０万円

　●福祉医療給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，７６４万円

　●老朽危険空き家対策事業・・・・・・・・・１，６３６万４千円

　●環境保全センター共通管理費

　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・１億１,１０２万１千円

　●西部地区最終処分場管理費・・・・・・・６,０５７万６千円

　●廃棄物処理統合施設整備事業・・・・・・・・・１,７８５万円

　●木造公共施設等整備事業・・・・・・・・・・・・・２,４００万円

　●産地収益力向上推進事業・・・・・・・・・１,４６２万４千円

■補正後の予算総額　　　５００億８２６万７千円

今議会に提案された一般会計補正予算
６月定例会で所信説明を行う五十嵐市長

地
域
の
特
性
を
生
か
し

　
　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
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平
成
24
年
度
事
業
等
の

 

進
捗
状
況

 

平
成
24
年
度
事
業
等
の

 

進
捗
状
況

横
手
デ
マ
ン
ド
交
通

　『
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
』は
、
交

通
空
白
地
域
の
利
便
性
や
交
通
弱

者
の
移
動
方
法
な
ど
、
既
存
の
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と
し
て

試
験
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
等
を
参
考
に
し
、
運
行
エ
リ

ア
や
料
金
設
定
な
ど
、
運
行
方
法

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

横
手
市
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
対
策

　
老
朽
化
し
、
倒
壊
等
の
危
険
性

が
高
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
所
有
者
に
適
正
な
管
理
を

促
す
ほ
か
、
解
体
撤
去
費
用
に
対

す
る
一
部
助
成
や
解
体
後
に
跡
地

の
有
効
活
用
を
図
る
『
老
朽
危
険

空
き
家
対
策
事
業
』
を
創
設
し
、

そ
の
た
め
の
事
業
費
を
今
議
会
の

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　
今
年
度
の
国
保
税
は
、
昨
年
度

と
同
じ
税
率
で
所
要
額
を
満
た
す

こ
と
か
ら
、
税
率
を
据
え
置
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
の
『
国
保
財
政
計

画
』
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
に

国
会
で
成
立
し
た『
国
保
改
正
法
』

の
影
響
を
分
析
し
、
今
年
秋
頃
か

ら
議
員
の
皆
様
と
の
協
議
を
始
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
手
県
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

　
秋
田
県
と
岩
手
県
が
締
結
し
た

『
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る

基
本
協
定
』
に
基
づ
き
、
野
田
村

の
可
燃
系
混
合
廃
棄
物
を
今
年
９

月
か
ら
東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

で
処
理
す
る
予
定
で
、
こ
れ
ま
で

住
民
説
明
会
や
現
地
視
察
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
試
験
焼
却
の
実
施
や
運
搬

ル
ー
ト
の
協
議
な
ど
安
全
性
を
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
検
証
し
、
着

実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業

　
昨
年
８
月
に
設
置
し
た
『
ご
み

処
理
統
合
施
設
整
備
検
討
委
員
会
』

で
は
、
こ
れ
ま
で
公
害
防
止
基
準

や
余
熱
利
用
、
ご
み
の
分
別
区
分

な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
項
目
に
つ

い
て
検
討
を
い
た
だ
き
、
６
月
８

日
に
開
催
さ
れ
た
第
９
回
整
備
検

討
委
員
会
に
お
い
て
最
終
報
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ご
報
告
い
た
だ
い
た

内
容
と
合
わ
せ
て
、
工
事
の
入
札

方
式
や
施
設
の
処
理
方
式
、
事
業

方
式
な
ど
、
事
業
の
骨
格
と
な
る

各
種
の
項
目
を
最
終
的
に
取
り
ま

と
め
、
７
月
中
に
は
事
業
の
実
施

方
針
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
・
中
学
校
統
合
計
画

　
平
成
25
年
度
に
開
校
予
定
の
横

手
北
中
学
校
は
、
昨
年
度
か
ら
造

成
工
事
、
校
舎
・
体
育
館
建
設
工

事
な
ど
に
着
手
し
、
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
か
ら

は
横
手
地
区
統
合
小
学
校
の
造
成

工
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
雄
物
川
地
区
小
学
校
統
合
事
業

で
は
、
旧
雄
物
川
中
学
校
の
敷
地

を
統
合
小
学
校
用
地
と
し
て
使
用

す
る
た
め
、
旧
校
舎
の
解
体
工
事

を
６
月
中
に
発
注
し
、
年
内
に
完

了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
７
月

に
は
地
区
住
民
や
雄
物
川
地
区
３

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
し
た

統
合
小
学
校
建
設
設
計
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
大
雄
地
区
小
学
校
統
合
事
業
で

は
、
大
雄
地
区
２
小
学
校
の
教
職

員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
組
織
す
る
、

大
雄
地
区
統
合
小
学
校
校
舎
検
討

委
員
会
を
６
月
か
ら
立
ち
上
げ
、

校
舎
の
増
築
・
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市内のタクシー会社10社により試験
運行を行っている横手デマンド交通

岩手県野田村の震災がれき
仮置場を視察する市民の皆さん

校舎・体育館を建設中
の横手北中学校
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売　却

　
市
で
道
路
除
雪
や
道
路
維
持
作

業
に
使
用
し
て
い
た
除
雪
機
械
等

を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し

ま
す
。
入
札
参
加
申
し
込
み
等
の

詳
細
は
、
各
地
域
局
産
業
建
設
課

窓
口
お
よ
び
市
建
設
部
建
設
監
理

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
入
札
参
加

要
項
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
入
札
日
・
開
札
日
／
８
月
３
日

　（
金
）午
前
10
時
〜
　
　
　
　
　

◆
申
込
方
法
／
所
定
の
入
札
参
加

　
申
込
書
（
各
地
域
局
産
業
建
設

　
課
、
市
建
設
部
建
設
監
理
課
窓

　
口
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
や

　
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は

　
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
　

◆
申
込
期
間
／
７
月
23
日(

月
）〜

　
27
日（
金
）、
午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時

◆
提
出
先
／
市
建
設
部
建
設
監
理

　
課
（
水
道
庁
舎
内
）

【
入
札
に
つ
い
て
】

◆
入
札
参
加
資
格
／

　【個
人
】横
手
市
に
住
民
基
本
台

　
帳
登
録
ま
た
は
、
外
国
人
登
録

　
を
し
て
い
る
方

　【
法
人
】横
手
市
に
事
業
所
を
有

　
す
る
法
人

◆
入
札
に
参
加
で
き
な
い
方
／

　
①
成
年
被
後
見
人

　
②
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方

　
③
市
税
に
未
納
が
あ
る
方

　
④
入
札
参
加
申
込
書
の
提
出
が

　
な
い
方

　
⑤
未
成
年
者
、
被
保
佐
人
お
よ

　
び
被
補
助
人
で
あ
り
、
契
約
締

　
結
の
た
め
の
同
意
を
得
て
い
な

　
い
方

【
事
前
説
明
会
の
開
催
】

◆
日
時
・
場
所
／
７
月
18
日(

水)

　
①
午
前
９
時
〜
９
時
15
分
・
十

　
文
字
地
域
局
除
雪
機
械
格
納
庫

　
②
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
45
分
・

　
吉
田
公
民
館

　
③
午
前
10
時
〜
10
時
15
分
・
雄

　
物
川
地
域
局
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

　
④
午
前
10
時
30
分
〜
10
時
45
分
・

　
大
森
除
雪
機
械
格
納
庫（
白
山)

　
⑤
午
前
11
時
〜
11
時
15
分
・
大

　
雄
地
域
局
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

※
説
明
会
に
参
加
の
な
い
場
合
は
、

　
事
前
の
説
明
事
項
に
つ
い
て
了

　
知
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
ま

　
す

除
雪
機
械
等
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す

Ｓ59.６

Ｈ６.10

－

Ｓ57.11

Ｓ59.10

Ｓ60.10

Ｈ２.12

車検満了日

Ｈ23.８.11

Ｈ24.11.1

－

Ｈ25.11.21

Ｈ24.９.２

Ｈ25.10.23

Ｈ24.10.20

P-CM86BD/４t

４GA/3.7m級

ドーザ用

65ZB/11t級

HTR201/2.6m級

WA008/９t級

S13改/11t級

ダンプトラック
ニッサンディーゼル

除雪グレーダ
三菱

Ｖプラウ

除雪ドーザ
カワサキ

除雪ロータリ
ニッセキ

除雪ドーザ
小松メック

除雪ドーザ
ＴＣＭ

機械・機器名
メーカー

初度登録
年　月

平  鹿

雄物川

大　森
　

十文字

大　雄

型式/規格

除雪機械等入札物件

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
日
／
７
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

場
　
所
／
雄
物
川
体
育
館（
入
場
無
料
）

◆問合せ／市建設部建設監理課（水道庁舎内）  32-2406

ＨＰページ番号／000001234

 がんばれ
雄物川高校！
がんばれ
雄物川高校！

　
出
場
チ
ー
ム
は
、
春
の
高
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

国
体
な
ど
に
出
場
し
て
い
る
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
ば
か
り
。
強

豪
チ
ー
ム
に
よ
る
白
熱
し
た
プ
レ
ー

に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
ま
た
地
元
・

雄
物
川
高
校
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

◆
出
場
予
定
校

　
と
わ
の
森
三
愛
高
校
（
北
海
道
）

　
五
所
川
原
工
業
高
校
（
青
森
）
　

　山
形
中
央
高
校
（
山
形
県
）

　足
利
工
業
大
学
附
属
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
栃
木
県
）

　川
崎
橘
高
校
（
神
奈
川
県
）

　日
本
航
空
高
校
（
山
梨
県
）

　市
立
尼
崎
高
校
（
兵
庫
県
）

　雄
物
川
高
校

◆
大
会
日
程

　
７
月
13
日（
金
）／

　
正
午
〜
開
会
式

　
午
後
１
時
30
分
〜
予
選
リ
ー
グ
Ａ・

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
各
４
試
合

　
７
月
14
日（
土
）／

　
午
前
９
時
30
分
〜
予
選
リ
ー
グ
Ａ・

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
各
２
試
合
、
ト
ー
ナ

　
メ
ン
ト
戦
６
試
合

　
７
月
15
日（
日
）／

　
午
前
９
時
〜
順
位
決
定
戦
３
試
合
、

　
決
勝
戦

　
正
午
〜
表
彰
式

【
問
合
せ
】

　市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　（
横
手
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
７
３
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所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
を
対

象
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
納
付

を
免
除
・
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る

場
合
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
免
除
申
請

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
収
入
に
よ
っ
て
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

◆
若
年
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
の
収
入
に
よ
っ
て
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
方
法
／
各
地
域
局
年
金
担

　
当
窓
口
に
年
金
手
帳
と
印
鑑
を

　
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
８
６
ま
た
は
、

　
各
地
域
局
年
金
担
当

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
７
月
１
日
よ
り
平
成
24
年
度
受
付
開
始
〜

住民登録

◆
住
基
カ
ー
ド
が
転
出
先
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
、
市
外
へ
転
出
す
る

と
無
効
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

７
月
９
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
法

が
改
正
さ
れ
、
転
出
先
で
も
継
続

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
継
続
利
用
を
希
望
す
る
場
合
の

転
出
の
手
続
き
》

①
転
出
の
際
に
住
基
カ
ー
ド
の
継

続
利
用
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
転
出
の
届
出
も
可
能

で
す
。
届
出
書
に
は
、
住
基
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
継
続

利
用
を
希
望
す
る
旨
、
お
よ
び
日

中
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
を
必

ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

②
転
出
が
決
ま
っ
た
日
か
ら
転
出

後
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
転
出
日
か
ら
14
日
を
過
ぎ

る
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

③
原
則
、
転
出
証
明
書
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
住
基
カ
ー
ド
が
転
出

証
明
書
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

《
継
続
利
用
を
希
望
す
る
場
合
の

転
入
の
手
続
き
》

①
住
基
カ
ー
ド
を
添
え
て
転
入
の

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

住
基
カ
ー
ド
を
作
っ
た
と
き
に
設

定
し
た
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

②
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
14
日
を

過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な
く
な
り
、

転
出
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
住
基
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
を
希

望
し
な
い
方
や
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
手
続
き
で
す
。

◆
外
国
人
住
民
の
方
も
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
外
国
人
の
方
は
、
外

国
人
登
録
法
に
よ
り
日
本
人
と
は

別
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

７
月
９
日
か
ら
は
日
本
人
と
同
様

に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

住
民
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
転
出
す
る
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
必
要
な
か
っ
た
転
出
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
市
民
課
（
横
手

　
庁
舎
内
）
　
３
５
‐
２
１
７
６

住
基
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
と
外
国
人
の
方
へ
の
住
民
票
交
付

ＨＰページ番号／000010545、000008600 住　宅

　
市
は
、
災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
個
人
の
木

造
住
宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
と
耐

震
改
修
を
行
う
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
耐
震
診
断
補
助
金

　
建
物
の
形
状
や
壁
の
配
置
に
つ

い
て
、
設
計
図
書
な
ど
を
基
に
建

築
物
の
倒
壊
の
危
険
性
を
調
査
す

る
耐
震
診
断
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
申
請
前
に
調
査

の
契
約
を
し
た
り
、
調
査
を
始
め

た
り
し
た
場
合
は
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間
／
７
月
２
日（
月
）〜

　
12
月
28
日（
金
）

◆
募
集
戸
数
／
先
着
20
戸

◆
補
助
金
／
診
断
費
用
の
３
分
の

　
２
以
内
（
限
度
額
３
万
円
）
　

◆
耐
震
改
修
補
助
金

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
を
補
強
す
る
耐
震
改
修
工

事
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
申
請
前
に
契
約
を
し
た
り
、

工
事
を
始
め
た
り
し
た
場
合
は
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間
／
７
月
２
日（
金
）〜

　
12
月
28
日（
金
）

◆
募
集
戸
数
／
先
着
２
戸

◆
補
助
金
／
工
事
費
用
の
23
％
以

　
内（
限
度
額
30
万
円
）

※
詳
し
い
補
助
対
象
条
件
に
つ
い 

　て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
５
‐
２
２
２
４

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
金
と
耐
震
改
修
補
助
金

ＨＰページ番号／000001426

住民自治
　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
民

検
討
委
員
会
が
中
心
と
な
り
『
横

手
市
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
』

の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
条
例
に
取

り
入
れ
る
た
め
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
27
日（
金
）①
午
後 

  

１
時
30
分
②
午
後
６
時
30
分

◆
場
所
／
市
役
所
南
庁
舎
講
堂

◆
主
な
テ
ー
マ
／
①
そ
も
そ
も『
自

　
治
基
本
条
例
』
っ
て
何
？
②
市

　
民
検
討
委
員
会
で
は
、
ど
ん
な

　
こ
と
を
し
て
い
る
の
？
③
あ
な

　
た
は
、
横
手
市
を
ど
ん
な
ま
ち

　
に
し
た
い
？
④
市
が
抱
え
て
い

　
る
課
題
は
何
で
し
ょ
う
？
⑤
市

　
民
の
意
見
は
、
ど
の
よ
う
に
条

　
例
に
反
映
さ
れ
る
？

【
問
合
せ
】 

　
市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　
庁
舎
内
）　
３
５
‐
２
１
６
４

『
み
ん
な
で
つ
く
る
べ
！
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル
』

　
　 

横
手
市
自
治
基
本
条
例
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

ＨＰページ番号／000010428
※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

◆職種および採用予定人数
　看護師10名程度、助産師１名程度、薬剤師１名程度
◆受験資格　
  次の要件を満たす方
＊昭和57年４月２日以降に生まれた方
＊採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
＊各職種に必要な免許（看護師免許・助産師免許・
　薬剤師免許）を有する方、または平成25年３月まで
　に実施される国家試験により免許取得見込みの方
◆試 験 日　８月19日（日）
◆試験会場　市立横手病院
◆申込期間　７月２日（月）～８月８日（水）必着
◆申 込 み　〒013-8602　横手市根岸町５‐31
          　市立横手病院　総務課 　32-5001

※試験案内・申込用紙は、市立横手病院にあります。
　郵便で請求する場合は、封筒の表に『職員採用試
　験申込用紙請求』と朱書きし、宛先を明記して120    
  円切手を貼った返信用封筒（角型２号）を同封のう
　え、市立横手病院総務課にお送りください。申込
　用紙等は市立横手病院ホームページからもダウン
　ロードできます。

　新成人の皆さんを祝福し、将来の活躍を願うため
横手市成人式を開催します。新成人の皆さんのたく
さんのご参加をお待ちしています。
◆日　時　８月15日（水）午前10時～
　　　　　※午前９時30分受付開始
◆場　所　横手市民会館
◆対象者　平成３年４月２日から平成４年４月１日
　　　　　までに生まれた方
◆問合せ　市教育委員会生涯学習課（かまくら館内）
　　　　　　35-2254
【送迎バス】

＊駐車場は駐車台数が限られていますので、送迎バスを      
　ご利用ください。

平成24年度横手市成人式を開催します平成24年度横手市成人式を開催します
ＨＰページ番号／000004132ＨＰページ番号／000004132

市営住宅

　◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
等
に

定
め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方
で

す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
な
お
、

家
賃
は
所
得
額
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　
※
暴
力
団
員（
同
居
者
を
含
む
）

　
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
窓

　
口
ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設

　
課
で
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談

　
を
行
い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要

　
書
類
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

　
※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
７
月
５
日（
木
）〜   

　
13
日（
金
）

◆
抽
選
会
／
７
月
27
日（
金
）の
予

　
定
（
入
居
条
件
を
満
た
す
方
に

　
連
絡
し
ま
す
）

◆
入
居
時
期
／
８
月
17
日（
金
）以

　
降

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
５
‐
２
２
２
４
、
ま
た
は

　
各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
午
前

　
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

〜
申
し
込
み
は
７
月
13
日
ま
で
〜
　

ＨＰページ番号／000005891

①公営住宅
名　　称

南朝日が丘住宅セカンド
田町団地
五十田団地
醍醐団地
西野団地住宅２号棟
上掵（かみはば）住宅
十五野住宅
旭団地
ニュータウンいわせ

築年度
Ｈ１
Ｈ15
Ｈ11
Ｈ19
Ｈ８
Ｓ54
Ｓ51
Ｈ18
Ｈ８

間取り
２ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
17,300～
23,900～
20,900～
28,000～
26,400～
13,300～
10,000～
24,200～
17,600～

        建築様式
　　３階建ての２階
　　木造平屋建て
　　２階建ての２階
　　木造２階建て（２戸１棟）　 
　  ３階建ての１階
　　２階建て（集合）　  
　　２階建て（集合）
　　２階建ての１階
　　木造２階建て（２戸１棟）

募集戸数
１
１
１
１
１
１
１
２
１

地域名

 

横　手

平　鹿

増　田

大　森

山　内

十文字

②特定公共賃貸住宅
間取り
３ＤＫ
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ

家賃（円）
52,100～
50,000
30,000

募集戸数
３
１
１

建築様式
　　　木造平屋建て
　　  ３階建ての２階
　　　３階建ての３階

地域名
平　鹿

大　森

名　　称
五十田団地

特定西野住宅

築年度
Ｈ９

Ｈ10

地　域
増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄
横　手

出発時間
９時10分
９時10分
９時00分
９時00分
９時20分
９時10分
９時20分

　送迎バス出発（集合）場所
増田ふれあいプラザ前
浅舞公民館前
雄物川コミュニティセンター前
大森地域局前
十文字文化センター前
鶴ケ池荘前
大雄地域局前

送迎バスは運行しません

市立横手病院職員を募集します市立横手病院職員を募集します
ＨＰページ番号／000010691ＨＰページ番号／000010691
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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
早

期
復
興
支
援
の
た
め
、
岩
手
県
野
田
村
で

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
震
災
が
れ
き
を
、

受
け
入
れ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

今
回
、
本
格
的
に
震
災
が
れ
き
を
受
け

入
れ
る
に
あ
た
り
、
現
地
で
震
災
が
れ
き

の
放
射
性
物
質
濃
度
な
ど
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
市
の
施
設
で
試
験
焼
却
を
行
い

安
全
性
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
焼
却
の
概
要

①
実
施
日
／
７
月
10
日(

火)

〜
13
日（
金
）

②
受
入
量
／
10
㌧
（
５
㌧
×
２
回
）

③
受
入
施
設
／
東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

④
日
程
／
【
受
入
日
】
７
月
10
日
・
11
日
、

　【
焼
却
処
理
】
７
月
11
日
・
12
日
、【
焼

　却
灰
搬
出
】
７
月
12
日
・
13
日
。
通
常

　
の
ご
み
と
一
緒
に
焼
却
し
、
焼
却
灰
は

　
南
東
地
区
最
終
処
分
場
へ
埋
め
立
て
し

　
ま
す
。

⑤
放
射
能
等
調
査
／
秋
田
県
が
、
試
験
燃

　
焼
中
と
そ
の
前
後
の
各
工
程
で
17
項
目

　
の
放
射
能
等
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
焼
却
の
公
開

  

震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
の
模
様
を
公
開

し
ま
す
。
た
だ
し
、
見
学
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
見
学
場
所
を
限
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
公
開
日
／
７
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）

◆
公
開
時
間
と
見
学
場
所
／

①
震
災
が
れ
き
搬
入
時
（
空
間
放
射
線
量

　
測
定
の
様
子
）

　
午
後
４
時
30
分
〜
屋
外
計
量
器
前

②
震
災
が
れ
き
ピ
ッ
ト
投
入
時

　
午
後
５
時
〜
ご
み
搬
入
ス
ペ
ー
ス
内
の

　
指
定
場
所

◆
受
付
方
法
／
見
学
の
受
付
は
、
当
日
午

後
４
時
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
東
部
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
見
学
者
多
数
の
場
合
は
受
付
順
に
見

学
時
間
を
決
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
車

を
ご
利
用
の
方
は
、
乗
り
合
わ
せ
る
な
ど

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
測
定
結
果
の
公
表

　
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
結
果

報
告
説
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
　

　市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課
（
横
手
庁

　
舎
内
）　
３
５
‐
２
１
８
４

震
災
が
れ
き
の
試
験
焼
却
を
実
施
し
ま
す

市民の皆さんと岩手県野田村の
震災がれきを視察（５月30日）

 震災がれきの試験焼却／市長コラム
市政情報便市役所からのお知らせ 

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／７月26日(木)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／７月23日(月)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
              35-2111（内線1033、1034）

■胃がん検診無料クーポン券を配布します
　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000005429
　胃がん検診の無料クーポン券と検診手帳を７月上旬
に対象者に送付します。検診日程は一緒に送付される
通知をご覧ください。
　無料クーポン券を利用して検診を受けましょう。
◆対象者／平成23年度に40・50歳になった方

■日本脳炎の予防接種を受けましょう
　　　　　　　　　　　　　　 ＨＰページ番号／000001381
　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があ
り、平成17年度から平成21年度まで、積極的な勧奨が
差し控えられていました。その後、新たなワクチンが
開発され、現在は通常どおり受けられるようになって
います。母子健康手帳を確認の上、接種をまだ受けら
れていない方は、早めに接種してください。
◆接種場所／協力医療機関　◆接種費用／無料
◆接種回数および年齢／
　【１期初回（２回）】標準的な接種年齢は３歳
　【１期追加（１回）】標準的な接種年齢は４歳
　※平成７年６月１日～平成19年４月１日に生まれた
　方は、日本脳炎１期、２期の定期接種が20歳未満まで
　延長されています。
◆接種方法／事前に医療機関に予約の上、母子健康手
　帳と予診票を持参し接種してください。予診票が手
　元にない方はお問い合わせください。

 ◆問合せ・申込み
　 市健康福祉部健康推進課（横手保健センター内）
　 　33-9600、または各地域局市民福祉課

■歯周疾患検診が始まります
　　　　　　　　　　　　　   ＨＰページ番号／000005429
　生涯、自分の歯で楽しくおいしく食べられるよう、
７月から『歯周疾患検診』を実施します。口腔の健康
管理のためにぜひ、検診を受けましょう。
◆対象者／今年度40歳・50歳・60歳・70歳になる方。
　対象者には、はがきで通知書兼受診券を郵送します。
◆期間／平成24年７月１日（日）～
　12月31日（月）　◆受診費用／無料
◆実施場所／市内協力歯科医療機関
　※事前に電話等で予約してください　

■一般不妊治療費を助成します
　　　　　　　　　　　　　   ＨＰページ番号／000005506
　不妊治療を受けている夫婦に、治療にかかる費用の
一部を助成します。対象となる不妊治療は、医師が認
めた不妊検査や一般不妊治療、人工授精が対象で特定
不妊治療は含みません。
◆対象者／
　①医師により不妊治療が必要と認められた方
　②県内の医療機関で不妊治療を受けている方
　③夫婦のどちらかの住所が１年以上横手市にある方
　④医療保険に加入している方
　⑤夫婦双方に市税の滞納がない方
◆助成額／平成24年３月から平成25年２月までに医療
　機関に支払った自己負担額の２分の１、夫婦合計額
　の上限は15万円
◆申請方法／各地域局保健福祉担当窓口（横手地域は
　健康推進課）備え付けの申請書に記入し、提出して
　ください。申請書は市ホームページからもダウンロ
　ードできます。

【市内の空間放射線量】 期間／５月21日～６月15日
◆場所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結果／0.04～0.07毎時マイクロシーベルト

○固定資産税２期 ○国民健康保険税１期
○介護保険料１期 ○後期高齢者医療保険料１期 
　納期限は７月31日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）  32-2518

○固定資産税２期 ○国民健康保険税１期
○介護保険料１期 ○後期高齢者医療保険料１期 
　納期限は７月31日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）  32-2518
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音フェス
ＮＡＶＩ

音楽で
横手を笑顔に

『心をつなぐ音』
YOKOTE 音 FESTIVAL The２nd 開催！
　昨年3,500人を超える観客を沸かせたＹＯＫＯＴＥ 音 Ｆ
ＥＳＴＩＶＡＬ。演奏する人も聴く人も、子どもから大人ま
で一体となる野外音楽イベントが８月19日(日)に開催さ
れます。今年は70組以上の出演者が演奏予定。会場も４
カ所になり、昨年以上に横手の街に音楽があふれます。
【ボランティア募集中】
　当日のスタッフボランティアを募集しています。締切
　は７月22日。詳細はホームページをご覧ください。
【会場】
　①横手駅東口駅前交流広場②よこてイーストにぎわい 
  広場③光明寺公園④市民広場（かまくら館となり）
◆申込み・問合せ／〒013-0036 横手市駅前町７－７
  『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ実行委員会』（ホテルプ 
　ラザアネックス横手　高橋さん） 32-7777 

▼ホームページURL http://yokote.co.jp/oto/
2012.8.19（sun）雨天決行
ＹＯＫＯＴＥ　　　　ＦＥＳＴＩＶＡＬ

Ｔｈｅ ２ ｎｄ

～検診、治療費助成、予防接種について～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康推進課からのお知らせ

～検診、治療費助成、予防接種について～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康推進課からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

『
平
泉
の
源
流
』か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
全
国
に

市
長
コ
ラ
ム
 ①

市
長
コ
ラ
ム
 ①2323

い

ど

む

い

ど

む

　
６
月
16
日
に
秋
田
発
平
泉
行
き
の
特
別

列
車
に
乗
車
し
、
岩
手
県
平
泉
町
を
美
郷

町
の
松
田
町
長
と
一
緒
に
訪
問
し
ま
し
た
。

平
泉
町
の
菅
原
町
長
と
お
会
い
し
、
平
泉

を
中
心
と
し
た
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
持

つ
３
市
町
の
広
域
的
連
携
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
す
る
た
め
で
す
。

　
昨
年
、
『
後
三
年
合
戦
、
藤
原
清
衡
を

通
じ
た
歴
史
的
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
観

光
分
野
な
ど
で
連
携
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
』

と
記
し
た
親
書
を
手
渡
す
た
め
に
平
泉
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
も
菅
原
町

長
は
、
「
当
時
の
平
泉
は
、
福
島
の
白
川

関
か
ら
青
森
ま
で
の
範
囲
を
指
す
も
の
で
、

横
手
市
や
美
郷
町
は
ま
さ
に
そ
の
中
に
入

っ
て
お
り
、
共
通
の
世
界
遺
産
と
し
て
平

泉
を
共
有
し
な
が
ら
、
付
加
価
値
を
高
め

て
い
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
」
と
話
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
も
お
互

い
が
協
力
し
、
今
後
の
連
携
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
平
泉
町
で
は
景
観
を
守
る
た
め
、
建
築

物
の
高
さ
制
限
（
２
階
建
て
※
10
メ
ー
ト

ル
ま
で
）
や
建
物

の
屋
根
の
形
状
の

制
限
（
切
り
妻
づ

く
り
や
入
母
屋
づ

く
り
な
ど
旧
来
の

形
状
の
み
許
可)

、

看
板
な
ど
屋
外
広

告
物
の
色
彩
や
大

き
さ
を
規
制
す
る

な
ど
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
条
例

を
作
っ
て
い
ま
す
。
平
泉
町
役
場
へ
向
か

う
通
り
な
ど
の
町
並
み
に
目
を
や
る
と
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
店
舗
や

銀
行
な
ど
企
業
の
看
板
が
原
色
を
使
わ
ず
、

平
泉
の
風
景
に
な
じ
む
よ
う
な
、
茶
色
を

中
心
と
し
た
色
使
い
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
を
守
り
、
残
し
て
い
く
こ
と
に
、

住
民
は
じ
め
企
業
な
ど
町
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
私
た
ち
も
、
世
界
遺
産
に
ゆ
か
り
の
あ

る
地
に
住
む
も
の
の
一
人
と
し
て
、
そ
の

歴
史
や
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
価
値

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
こ
と

を
強
く
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
夏
平
泉
駅
前
に
、『
平
泉

の
源
流
』横
手
を
、日
本
全
国
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
横
手
の
地
場
産

品
を
取
り
扱
う
店
舗
を
開
設
す
る
た
め
の

準
備
を
し
て
お
り
、
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン

で
き
る
見
込
み
で
す
。
平
泉
の
源
流
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
の
人
に
届
く
こ
と

を
願
っ
て
平
泉
を
後
に
し
ま
し
た
。

のぼり旗には多くのメッセージがのぼり旗には多くのメッセージが



Topics

 

自分たちが植えた米が一番
■本気でやる農業体験ツアー（十文字）

慣れた手付きで、娘さんと一緒に田んぼに型付けを行う永島さん

　６月９日、十文字町新関地区で『本気でやる農業体験
ツアーinじゅうもんじ』が行われました。
　俳優の永島敏行さんをはじめ、女優の土田早苗さんや
首都圏などから23人が参加。永島さんが苗の植え方を説
明し、約10㌃の田んぼに田植え作業を行い、心地よい汗
を流しました。毎年参加している東京都の堤勝雄さんは
「泥の感触がいいですよね。十文字の人とは親せき以上
の付き合いになっています。自分たちが植えた米が一番
美味しいですよ」と話していました。

 

■う～ｍｙ味噌を作ってみそ！（横手）

家族や友だち同士などでオリジナルの手前味噌作り

愛情込めて味噌仕込み

（増田）

　６月10日、増田の手打ちそば三平で山菜まつりが行
われました。ワラビやミズ、八木ニンニクなど山菜や
野菜の販売をはじめ、地元産ソバ粉を使った手打ちそ
ばの早食い大会やミズ汁が無料で振る舞われました。
また、森の王国サルパの皆さんによる、昔ながらの炭
俵製作の実演も行われ、多くの人でにぎわいました。
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旬の山菜や野菜を求めにぎわう

英語で自己紹介できたよ
■アメリカの高校生と一緒に授業（雄物川）

「マイ・ネーム・イズ～」と英語で自己紹介

　６月12日、有事の際の膨大なニーズに対応するため、
平時の体制を超えて組織される『災害ボランティアセ
ンター』の設置訓練が、サンサン横手で行われました。
内閣府防災ボランティア活動検討会委員の李仁鉄氏の
講演の後、同センター設置訓練が行われ、参加者は災
害発生初期の体制づくりに真剣に取り組んでいました。

 災害ボランティアセンター訓練（横手）

　６月４日、ケンタッキー州バラード高校で日本語を学
ぶ６人の高校生が、同高校日本語教師のマイケル・クレ
ンパーさんと一緒に雄物川北小学校を訪れました。マイ
ケルさんは、平成２年から雄物川と大雄の両中学校に英
語教師として３年間勤務し、今回は教え子を連れての訪
問です。高校生は２人ずつに分かれ、４年生から６年生
までの教室で書道や音楽などの授業に参加。児童たちは、
アメリカからのお土産に、鉛筆などをプレゼントしても
らい「サンキュー」を連発し、大喜びしていました。

　６月10日、横手消防署で『わくわく消防広場』が開催
され、会場は多くの親子連れなどでにぎわいました。子
どもたちは間近に見るはしご車などに大はしゃぎで、は
しご車搭乗体験などに順番待ちの列ができました。今年
は消防士の救急技術を競う大会の選手選考会も同日開催
され、ロープで壁を登る速さを競う競技や、建物の間に
張られたロープを伝い、逃げ遅れた人を救助する速さと
正確さを競う競技などが行われ、訪れた人は鍛えられた
技術に驚きの声を上げ、大きな拍手を送っていました。

はしご車や消防車に歓声
■わくわく消防広場（横手）

■代かきドッジボール（横手）
　６月８日、旭小学校の５年生76人が田んぼを駆け回り、
自分たちの足で代かきを行いました。
　はじめに児童の代表が「よりよく耕すために、精一杯
ドッジボールをがんばります」と誓いの言葉を述べ、試
合を開始。児童らは全身泥んこになりながら熱戦を繰り
広げました。試合終了後、唐土麗希さんと佐藤緋音さん
は「田んぼに入った瞬間はぬるぬるして気持ち悪かった」
と話し、松野陽太さんは「何度も転んだが、当てたり当
てられたりして楽しかった」と振り返っていました。

走って、転んで、田んぼを耕す

水が張られた田んぼで白熱の試合を展開

■2012 あきた がんささえ愛の日（横手）

支えあいの心で生きる力を

『妻を看取る日』と題し、かまくら館で講演する垣添氏

　６月16日、がんへの理解を深め、闘病中の方やがんで
家族を亡くした方などを支えあおうと、あきたがんささ
え愛の日実行委員会主催の講演会などが行われました。
　講演会では、日本対がん協会会長の垣添忠生氏が、慣
れ親しんだ環境で最期を迎えたいという奥さんの願いを
受け入れ、在宅で看取った体験を紹介。大切な人を亡く
し、大きな悲しみに襲われている人に対するサポートで
ある『グリーフケア』について触れ、「今後、医療行為
として行えるよう働きかけていきたい」と話しました。

　６月10日、よこて発酵文化研究所主催の手前味噌作り
教室がさかえ館で開かれました。
　この手前味噌は「米麹が醸し出す豊かな甘みがおいし
い」と評判で、回を重ねるごとに参加者は増え、今回は
42組の方々が味噌作りに挑戦しました。地元の食材を使
った料理開発に取り組んでいるという横手清陵学院高校
家庭クラブの皆さんは、今回作った味噌を、米粉を使っ
た料理開発に活用する予定とのことで、すでにいろいろ
なアイデアがあふれている様子でした。

大勢の観客の前で訓練の成果が競われました

から　と れ　 の あか　ね

り　じん てつ

（大雄）

　６月17日、県道横手大森大内線沿いのたいゆう緑花
園でサルビアやマリーゴールド、日々草などの花苗の
定植作業が行われました。早朝から約100人の市民ボ
ランティアが作業に参加。約1.3㌶の緑花園に植栽さ
れた３万６千株の花々は、８月から10月にかけて花を
つけ、訪れる人たちを楽しませてくれます。

今年も色鮮やかな緑花園に 自主的に防災訓練を実施

　６月10日、市女性センターで本町地区の住民約60人
が参加して、地震発生を想定した避難訓練が行われま
した。訓練は、女性センターと地区住民が合同で開催。
市職員が避難誘導し、住民自らが衣服で応急用の担架
を作り、負傷者を搬送しました。また、屋外で濃煙体
験や消火訓練も行い、防災意識を高めました。

（横手）
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奥山　奈菜さん
おくやま　なな（21歳・雄物川）

  

淑
徳
短
期
大
学
で
栄
養
学
を
専
攻
し
、
栄
養

士
の
資
格
を
取
得
し
た
奈
菜
さ
ん
。
４
月
か
ら

『
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
月
に
咲
く
花
〜
耀
け
十
文

字
〜
』
に
就
職
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
お
年

寄
り
の
滞
在
施
設
で
調
理
全
般
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
「
職
場
の
先
輩
た
ち
が
、
妹
の
よ
う
に

可
愛
が
っ
て
く
れ
る
の
で
、
毎
日
が
楽
し
く
充

実
し
て
い
ま
す
」
と
イ
キ
イ
キ
と
活
躍
の
様
子
。

  

雄
物
川
中
学
校
、
横
手
城
南
高
校
と
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
た
奈
菜
さ
ん
は
、
高

校
時
代
は
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し
て
チ
ー
ム

メ
イ
ト
を
励
ま
し
、
元
気
づ
け
る
機
会
も
多
か

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
「
社
会
人
と
な
っ
た
今

で
も
、
学
生
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
わ
り
の

人
た
ち
が
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
雰
囲
気
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
明
る
く
さ
わ
や
か
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

　
８
月
の
成
人
式
に
参
加
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
友
人
た
ち
に
再
会
す
る
こ
と
が
、
今
か
ら
待

ち
遠
し
く
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。奥山さんは、前回
の大日向さんからのご紹介です。

  

兵
庫
県
福
崎
町
出
身
の
絵
美
さ

ん
は
、
平
成
20
年
に
ご
主
人
の
武

史
さ
ん
と
結
婚
し
、
横
手
に
住
み

始
め
ま
し
た
。

　「
横
手
は
、
四
季
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
過
ご
し
や
す
い
で
す
。
近

所
の
人
か
ら
い
た
だ
く
取
れ
た
て

の
ト
マ
ト
や
枝
豆
の
お
い
し
さ
に

驚
い
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
お
子

さ
ん
の
光
翼
く
ん
（
３
歳
）
も
野

菜
が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。
「
福

島
の
原
発
事
故
直
後
、
兵
庫
か
ら

も
東
北
の
農
産
物
を
敬
遠
す
る
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
風
評
被

害
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
大
好
き

な
横
手
の
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
」

と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
武
史
さ
ん
は
美
容
師
で
、
理
容

師
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
婦
気

大
堤
で
『
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
』

と
い
う
お
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

絵
美
さ
ん
は
、
結
婚
後
、
ジ
ェ
ル

ネ
イ
ル
の
技
術
を
習
得
。
モ
ニ
タ

ー
経
験
を
積
ん
で
、
７
月
か
ら
色

鮮
や
か
で
透
明
感
の
あ
る
ジ
ェ
ル

ネ
イ
ル
の
お
店
を
『
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｂ
Ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
』
内
に
正
式
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
「
横
手
は
ネ
イ
ル

の
専
門
店
が
少
な
い
の
で
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
、
き
れ
い
な

ネ
イ
ル
で
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

         

長谷川　絵美さん
はせがわ　えみ(33歳・雄物川）

こ
う
す
けフ

ル

ブ

ル

ー

ム

ふ
く
さ
き
ち
ょ
う

た
け

し

兵庫県

福崎町
大阪府

京都府
鳥取県

岡山県

瀬戸内海

■面積　45.82k㎡
■人口　19,636人
■世帯　 7,225世帯

兵庫県

か
が
や

　十文字カヌー協会は、カヌーに興味のあったア
ウトドア仲間が意気投合し、平成11年11月に発足
したサークルです。
　現在会員は、10代から60代の23人が所属。新緑
の春から紅葉の秋まで、仙北市の夏瀬ダムや玉川
など年６回ほど川下りを行っています。また、親
子会のレクリエーションとしてカヌー教室や災害
時に備えてレスキュー訓練も開催しています。
　「カヌーから見る景色は、普段目にする風景と
は全く違った世界を見せてくれます。川を抜ける
澄んだ空気を味わうのも、楽しみの一つです」と
会員の皆さんは笑顔を見せます。
　会長の茂木さんは「自然に親しみ、川の流れに
身をまかせ、素晴らしい仲間とカヌーを楽しんで
います。初心者には、会員が一緒に乗って指導し
ますので、一度カヌーを体験してみませんか」と
話してくれました。
◆問合せ 茂木さん 　090-2271-4793

材料（４人分）
○トマト…大１個　 ○きゅうり…１本　
○玉ねぎ…１/２個  ○青じそ…５枚 ○みょうが…１個
【ドレッシング】○塩こうじ…大さじ１ ○酢…大さじ２
○オリーブオイル…大さじ１
作り方
①トマト、きゅうりは１㌢の角切りにする。
②玉ねぎ、青じそ、みょうがは薄くスライスする。
③ドレッシングの材料を合わせておく。
④①と②の野菜をボールに入れ、③のドレッシングで和
　えて器に盛る。
※今回は、冬の間に作り冷暗所で保存しておいた自家製
　の塩こうじを使用しました。炊飯器で炊いた餅米５合と
　こうじ５合、塩１合をあわせて作った物です。お好み
　で塩分量を調整して試してみてください。市販の塩こ
　うじでも同じ分量で作れます。

◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー  56.0kcal
タンパク質   1.0g
脂　　　質   3.1g
塩　    分   0.4g

　「トマトが赤くなると
医者が青くなる」という

ことわざがあるように、トマトは
身体に良い野菜です。ＪＡ秋田ふ
るさとトマト部会では、ハウスと
露地合わせて8.2㌶のトマトを栽
培し、６月下旬から10月まで首都
圏や県内に出荷しています。主力
品種の桃太郎は、甘みと酸味のバ
ランスが抜群のトマトです。
（ＪＡ秋田ふるさと・トマト部会長・佐藤宗一さん・雄物川）

トマトサラダ 塩こうじドレッシング 

　今月の食材　　　　 『トマト』

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラダにイイ

横手市食生活改善推進協議会
雄物川支部
佐藤てる子さん（雄物川・沼館）
　ドレッシングに塩こうじを使用し、
まろやかな塩味となっています。ト
マトは血液をサラサラにして、動脈
硬化を予防します。また、赤い色素
のリコピンは、身体の老化防止に効
果があります。

十文字カヌー協会
カヌーサークル

食事バランスガイド

主食
副菜
主菜

牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2
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お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

　
　
横
手
市
手
話
奉
仕
員
養
成

　
　
基
礎
講
座
（
全
23
回
）

◆
日
時
／
８
月
７
日
〜
12
月
11
日
の

　
毎
週
火
曜
日
は
午
後
６
時
30
分
〜

　
８
時
30
分
、
８
月
11
日･

９
月
15
日･

　
10
月
20
日･

11
月
17
日･

12
月
15
日

　
の
土
曜
日
は
午
前
10
時
〜
正
午

　
※
土
曜
日
は
終
了
後
ラ
ン
チ
交
流

　
会
を
予
定

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
※
10
月
16
日
の
み
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
対
象
／
18
歳
以
上
で
手
話
入
門
講

　
座
修
了
程
度
の
方(

再
受
講
可
）

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
１
，４
７
０
円

　
※
テ
キ
ス
ト
不
要
の
方
は
明
記

◆
申
込
方
法
／
官
製
は
が
き
に
『
手

　
話
基
礎
』・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

　
明
記
。
難
聴
の
方
は
『
難
聴
あ
り
』

　
と
、再
受
講
の
方
は
『
再
受
講
』
と  

　
記
入
し
、『
横
手
市
中
央
町
８-

２

　
市
社
会
福
祉
課
宛
』
に
送
付
。

◆
申
込
期
限
／
７
月
31
日（
火
）必
着

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
社
会
福

　
祉
課
　
３
５
‐
２
１
３
２ 

　
　『
刺
し
子
教
室
』
開
催

　
　

　
日
本
の
伝
統
工
芸
『
刺
し
子
』
の

手
提
げ
袋
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
７
月
30
日（
月
）、８
月
２
日

　（
木
）、６
日（
月
）、９
日（
木
）、午
前

　
10
時
〜
午
後
３
時

　
※
全
日
程
参
加
で
き
る
方

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
２
，０
０
０
円

◆
持
ち
物
／
裁
縫
道
具
、飲
み
物
、昼
食

◆
申
込
期
間
／
７
月
４
日(

水)

〜
18

　
日(

水)

※
先
着
10
人

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

　
　
第
２
回
あ
い
あ
い
☆
広
場

　
　『
お
え
か
き
だ
い
ぼ
う
け
ん
！
』

　
壁
一
面
の
大
き
な
紙
に
楽
し
く
お

さ
か
な
を
描
き
ま
し
ょ
う
。絵
の
具

と
ク
レ
ヨ
ン
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
８
月
８
日（
水)

午
前
10
時

　
〜
正
午

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と

　
そ
の
家
族
※
先
着
10
組

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
開
始
／
７
月
４
日(

水)

〜

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

　
　『
あ
さ
く
ら
マ
ッ
プ
』で
地
区

　
　
探
訪
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
横
手
盆
地
を
開
拓
し
た
明
永
長
者

伝
説
ゆ
か
り
の
地
、
朝
倉
地
区
杉
沢

周
辺
を
探
訪
し
ま
す
。
参
加
者
に
飲

み
物
と
記
念
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
14
日（
土
）午
前
８
時

　
50
分
〜
11
時
30
分

◆
集
合
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
無
料
　

◆
申
込
期
間
／
７
月
２
日(

月)

〜
11

　
日(

水)

※
30
人
程
度
募
集

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

　
　
え
が
お
の
丘
夏
休
み

　
　
短
期
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

　
水
に
顔
を
付
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、

泳
ぎ
方
ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
①
７
月
31
日(

火)

〜
８
月

　
３
日(

金)

②
８
月
７
日(

火)

〜
10

　
日(

金)

い
ず
れ
の
日
程
も
午
後
４

　
時
30
分
〜
５
時
30
分

◆
対
象
／
小
学
１
・
２
年
生
の
水
泳

　
初
心
者
（
え
が
お
の
丘
の
水
泳
教

　
室
に
未
参
加
の
児
童
の
み)

◆
申
込
開
始
／
７
月
15
日(

日)

午
前

　
９
時
30
分
〜
※
①
②
と
も
先
着
20
人

◆
申
込
方
法
／
え
が
お
の
丘
フ
ロ
ン

　
ト
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。電
話

　
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
講
料
／
２
，５
０
０
円
（
温
泉

　
入
浴
付
き
）

◆
問
合
せ
／
え
が
お
の
丘

　
　
２
２
‐
２
２
２
１

　
　
自
衛
官
等
採
用
の
た
め
の

　
　
地
域
説
明
会

　
陸
海
空
自
衛
隊
の
概
要
と
平
成
24

年
度
自
衛
官
等
募
集
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
28
日（
土)

午
前
10
時

　
〜
正
午

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　
所
　
３
２
‐
３
９
２
０
ま
た
は
各

　
地
域
局
地
域
振
興
課

　
　
市
内
を
巡
る『
半
日
観
光
』

　
　
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
７
月
11
日（
水
）午
前
８
時

　
45
分
〜

◆
集
合
場
所
／
市
役
所
南
庁
舎
向
い

　
防
雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
境
町
・
黒
川
コ
ー
ス
　

　
（
明
永
山
大
義
寺
跡
、
善
明
庵
の
松
、

　
念
仏
塚
、
若
宮
権
現
、
落
合
川
港

　
跡
、
貴
船
神
社
、
十
王
像
、
石
田

　
神
社
な
ど
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
２
０
０
円

◆
申
込
み
／(

社)

横
手
市
観
光
協
会

　
　
３
３
‐
７
１
１
１

　
　
第
１
回『
か
い
ご
教
室
』を
開

　
　
催
し
ま
す

　
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

夏
場
の
介
護
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト

等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
17
日（
火
）午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
７
月
13
日(

金)

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
本
部
　
３
６
‐
５
３
７
７
ま
た
は

　
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　座

催
　し

催
　し

講
　座

催
　し

　
　
増
田
奉
納
盆
お
ど
り
を

　
　
開
催
し
ま
す

　
増
田
城
築
城
悲
話
の
舞
台
と
さ
れ

る
二
本
杉
前
で
、
奉
納
盆
お
ど
り
と

公
開
練
習
会
を
行
い
ま
す
。
今
年
も

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
復

興
を
祈
り
奉
納
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
８
日（
日
）午
後
７
時

　
〜
８
時

◆
場
所
／
増
田
小
学
校
二
本
杉
前

◆
問
合
せ
／
増
田
盆
お
ど
り
保
存
会

　
事
務
局
　
４
５
‐
３
８
３
９

　
　
中
小
企
業
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
出
張
無
料
相
談
会

　
社
会
保
険
労
務
士
が
労
務
管
理
や

各
種
助
成
金
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
10
日（
火
）午
後
０
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
中
小
企
業
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
厚
労
省
委
託
事
業
）

　
　
０
１
８
‐
８
５
３
‐
９
０
６
１

　
　
平
成
24
年
度

　
　
調
理
師
国
家
試
験
講
習
会

◆
日
時
／
８
月
１
日(

水)

・
２
日(

木)

、

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
対
象
／
平
成
24
年
度
秋
田
県
調
理

　
師
試
験
に
願
書
を
提
出
し
た
方

◆
受
講
料
／
講
習
料
１
０
，０
０
０
円
、

　
テ
キ
ス
ト
代
等
８
，０
０
０
円

◆
問
合
せ
／
横
手
調
理
師
会
・
石
井

　
さ
ん
　
３
２
‐
１
５
６
５

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
主

　
　
催
の
講
演
会
等
の
ご
案
内

【
対
談
形
式
の
講
演
会
】

　
『
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ツ
教
え
ま

す
〜
小
さ
な
製
造
請
負
業
が
学
校
経

営
で
成
功
』
と
題
し
、(

株)

日
鐘
代

表
取
締
役
の
永
山
仁
氏
が
、
連
携
ビ

ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
お
教
え
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
４
日（
水
）午
後
６
時

　
〜
７
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
定
員
／
50
人

【
ワ
ー
ド
２
０
１
０
基
礎
講
習
】

　
求
職
者
で
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
が
で

き
る
方
が
対
象
で
す
。
※
定
員
10
人

◆
日
時
／
７
月
５
日（
木
）・６
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

【
共
通
事
項
】

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用

　
創
出
協
議
会
事
務
局
（
市
商
工
労

　
働
課
内
）
　
３
３
‐
３
８
９
９

　
　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　
講
習
会
・
資
格
認
定
試
験

◆
講
習
会
日
時
／
９
月
28
日(

金)

午

　
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
資
格
認
定
試
験
日
時
／
11
月
２
日

　(

金)

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
／
秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

◆
受
験
手
数
料
／
６
，０
０
０
円

◆
申
込
受
付
期
間
／
７
月
２
日（
月)

　
〜
13
日（
金
）

◆
申
込
書
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　
課
（
水
道
庁
舎
）
に
備
え
付
け

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
下
水
道
協
会

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
１
４
２
７

　
　『
フ
レ
ッ
ツ
光
』の
サ
ー
ビ
ス

　
　
提
供
開
始
の
お
知
ら
せ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
行
っ
て
い
る
、

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
『
フ

レ
ッ
ツ
光
』エ
リ
ア
の
対
象
地
域
が

一
部
拡
大
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
地
域
／
平
鹿
町
醍
醐
地
区
の
一

　
部
、
十
文
字
町
植
田
地
区
の
一
部

◆
申
込
開
始
／
７
月
12
日（
木
）〜

◆
提
供
開
始
／
10
月
１
日(

月)

〜

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

　
本
‐
秋
田
　
県
南
支
店
（
平
日
の

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　
０
１
２
０
‐
６
３
‐
８
８
４
１

　

 

2

相
　談

講
　座

催
　し

講
　座

お
知

ら
せ

募
　集

お
知

ら
せ

2

2

2

 

情報～information～

情報情報
informationinformation

まんまるキッチン＆よこいち。

　季節の食材をテーマにした男性メインのキッチンイ
ベントやフリーマーケット等が楽しめます。
◆日　時／７月15日(日)午前10時～午後４時
◆参加費／実費（まんまるキッチンのみ）
◆場　所／Atelier Assemble(アトリエ アッサンブレ)ほか
◆問合せ／よこてイースト管理事務所 　38-8851

 ７月のよこてイーストイベント情報

市内プールオープン情報市内プールオープン情報
●大鳥公園プール（問合せ／横手体育館 　33-2102）
　　７月21日（土）～８月31日（金）
●大森プール（問合せ／大森プール 　26-2107）
　　７月14日（土）～８月26日（日）
●十文字Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　（問合せ／ Ｂ＆Ｇ海洋センター 　42-0487）
　　７月７日（土）～８月31日（金）
　※営業日・利用時間をご確認ください。

　「運動したいけれど日中は・・・」という方に、健康の駅
よこて南部・西部トレーニングセンターでは、11月まで
の期間、夕方も開館し、一人ひとりに合わせた運動方法
を指導します。
◆実施場所／
　・南部トレーニングセンター(十文字西地区館内)
　・西部トレーニングセンター(南部シルバーエリア内）
◆実施日／【南部】毎週月曜日【西部】毎週火曜日
◆時　間／午後６時～９時
◆対　象／高校生以上(要介護・要支援状態でない方）
◆利用料／200円（２時間まで）
◆問合せ／市健康福祉部健康推進課 　35-2127

健康の駅健康の駅
夕暮れトレーニングタイム実施中です夕暮れトレーニングタイム実施中です
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地域からのお知らせ いどばたプラザ～idobata plaza～

広告広告

　　
ね・ま～れ『展示会の案内』　
【佐藤政夫『第２回掛軸虫干展、秋田県人の書画展』】
●期間／７月１日(日)～８日(日)
【菅野麻紀子『カントリードールと小さな小物たち展』】
●期間／７月９日(月)～16日(月)
●時間／午前10時～午後５時 ●入場料／無料 ●問合せ
／ね・ま～れ（十文字駅前通り）※火曜日休館 　42-5320
　
南部シルバーエリア『各種イベント案内』
【淑扇会（しゅくせんかい）会員『かなもじ展』】入場無料
●期間／７月29日(日)まで開催、午前９時～午後５時
【料理教室『エコクッキング』】
●日時／７月21日(土)午前９時50分～ ●参加費／1,000円
（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●申込開始／７月１日
(日) ●申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　　
毎週火曜日開催『無料日本語教室』
　県南在住の外国人の方に日本語を教えています。学習
希望者と日本語教師ボランティアを募集しています。
●日時／毎週火曜日、午後５時～８時　●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ ●問合せ／日本語教室 新田さん 　23-5337
　
かまくら会ミニコンサート『文化筝の調べ』
●日時／７月７日(土)午前10時30分～正午 ●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ ●入場料／無料 ●演奏曲／ふるさと、
ソーラン節他　●問合せ／カシワヤ楽器 　32-2130
　　
『リンパマッサージ体験』
●日時／７月７日（土）・17日（火）、午前10時30分～正午 
●場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円　●定員／10人
※要予約　●申込み／中村さん 　090-5595-0800
　　
横手ばら会 夏の整枝講習会『花がら摘みとシュート処理』
●日時／７月８日(日)午前９時30分～ ●場所／横手南中
学校ばら花壇 ●参加費／無料　●持ち物／剪定ばさみ、
軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32-6177
　　

いどばたプラザいどばたプラザ

献血日程
月日・地域 実　施　場　所 受付時間 種類

７月２日(月)
横　手

７月12日(木)
横　手

７月17日(火)
横　手

10：00～10：45

成分

全血

住友生命保険秋田支社県南分館
12：00～12：45横手警察署
13：00～14：15特別養護老人ホームすこやか横手
15：15～16：00特別養護老人ホームビハーラ横手
10：00～11：00日発精密工業㈱横手工場
12：15～12：45秋田渥美工業㈱
13：30～14：45東北電力㈱横手営業所
15：15～16：00創和建設㈱
10：00～11：00県平鹿地域振興局庁舎
13：00～15：00横手市役所南庁舎

　　　
南の館　月例市民将棋大会
●日時／７月８日(日)午前10時～　●場所／レストラン
松美（十文字町坂の下）　●参加費／1,200円（昼食、賞品、
参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　
『自然観察会』～山内鶴ケ池周辺の観察～
●日時／７月８日(日)午前10時30分～正午　●集合場所
／山内相野々駅前  ●参加費／無料　●申込期限／７月
６日（金）　●申込み／あきたエコマイスター県南協議会 
照井さん 　090-4314-3284
　　
第10回夏休み公開講座『どうぶつのお医者さん』
　『東日本大震災における獣医師の役割』と題し、現在も
動物の救護、救命に携わっている岩手・宮城、福島県の
３人の獣医師から各地の状況を話してもらいます。 
●日時／７月14日(土)午後１時30分～３時 ●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ ●参加費／無料 ●問合せ／村岡さん 
　36-1331
　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／７月15日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／エベレスト街道トレッキング紀行スライドショ
ーほか ●参加費／800円（洋菓子付）※要予約　●申込み
／煉瓦屋 　33-2811
　　
横手読書会 ７月例会　
●日時／７月17日(火)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／『仏の智慧に学ぶ』～実りある人生のための六つ
の力～　●講師／洞雲寺住職・柴田康裕氏　●問合せ／
横手図書館 　32-2662
　
第13回 横手地域写真クラブ合同展
●期間／７月20日(金)～22日（日）、午前９時30分～午後
５時　※20日は正午から、22日は午後４時20分まで　●
場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ  ●入場料／無料 ●問合せ
／畑さん 　32-0970
　
ほろっとキッズ『チャレンジ！雄物川カヌーツーリング』
●日時／７月21日（土）午後１時～22日（日）午後１時　●
場所／保呂羽山少年自然の家、雄物川　●対象／小学生
（３年生以上）・中学生とその保護者、先着20人 ●参加費
／2,500円（宿泊・食費・保険代） ●申込期限／７月11日
（水）　●申込み／ほろっとキッズ 高橋さん 　22-4511
　　　
『星の観望会』 ～夏の星座と惑星の観察～
●日時／７月21日(土)午後７時～９時（雨天・曇天は中止）
●場所／秋田ふるさと村第４駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／横手星の会 武市さん 　33-3997
　
『ヘンプのアクセサリー教室・基礎編第２弾』
　ヘンプとは昔から日本で栽培されてきた〝オオアサ〟の
ことです。縄文時代から人々の生活に、さまざまな形で
利用されています。そんなヘンプを使って、カラフルな
アクセサリーを作ってみませんか。
●日時／７月29日(日)午後２時～４時 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ　●参加費／1,000円※道具や材料は全て準
備します ●定員／先着15人 ●申込期限／７月20日（金）
●申込み／冨岡さん 　090-7936-8881　

　炎のマエストロ小林研
一郎が指揮する日本フィ
ルハーモニー交響楽団と、
秋田出身・新進気鋭の天
才ピアニスト佐藤卓史の
ジョイントコンサートを、
ぜひお楽しみください。

◆日　時／９月12日(水)18：30開演
◆場　所／横手市民会館
◆入場料／全席指定、SS席10,000円、Ｓ席7,000円、
　　　　　Ａ席6,000円、Ｂ席5,000円（当日券は500円増）
◆チケット／楽器の店カネキ、カシワヤ楽器店、かまくら館、
　　　　　　横手かまくらＦＭ、横手市民会館他
◆問合せ／横手商工会議所 　32-1170

Ｃ Satoru MitsutaＣ Satoru Mitsuta
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

発行号「７月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　７月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　雄物川町特産のスイ
カで作られた『すいか
糖』を生地に練りこん
だパウンドケーキです。
　『すいか糖』が醸し
出す上品な甘さと香ば
しさが人気で、お土産
や贈り物に大変喜ばれています。今回はこのパウンド
ケーキを３名様にプレゼント。豊かな風味としっとり
とした食感をお楽しみください。
【提供】花工房 　22-2754
※パウンドケーキは『完全予約販売』となっています。ご購入の際は、
　花工房にお申し込みください。料金は１本700円です。

すいか糖を練りこんだ 
 『パウンドケーキ』

広告

し
お
こ
う
じ

　
先
日
修
学
旅
行
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
行
き
先
は
〝
東
京
〞
。
東
京
に

行
く
の
は
２
度
目
で
し
た
が
、
高
い

建
物
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に

感
じ
た
の
は
、
す
き
ま
な
く
建
物
が

建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
秋
田
に
帰
っ
て
き
て
、
一
番
に
空

が
広
い
な
〜
と
感
じ
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
私
は

秋
田
が
大
好
き
な
の
だ
な
〜
と
思
い

ま
し
た
。

（
て
る
て
る
さ
ん
・
14
歳
・
横
手
）

　
平
成
９
年
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
プ
ル

タ
ブ
を
集
め
、
毎
年
市
内
の
小
・
中

学
校
や
高
校
へ
寄
贈
し
て
来
た
Ｆ
さ

ん
の
、
15
年
の
節
目
に
立
ち
合
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
日
々
の
暮
し
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と

気
を
つ
け
て
集
め
る
こ
と
で
、
エ
コ

に
も
人
の
役
に
も
立
て
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
地
道
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
人
の
真
の
姿
を
感
じ
さ
せ

て
も
ら
い
、
今
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
都
わ
す
れ
さ
ん
・
横
手
）

　
色
と
り
ど
り
の
花
が
今
を
盛
り
と

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
去
年
か
ら
カ

メ
ラ
の
趣
味
も
加
わ
り
、
歩
い
て
い

て
も
ど
れ
を
写
そ
う
か
と
気
に
か
か

り
ま
す
。

　『
花
の
命
は
短
く
て
…
』一
番
美
し

い
頃
を
撮
り
、
ア
ル
バ
ム
に
収
め
た

り
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
し
て
友
人
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

（
慎
チ
ャ
ン
大
ス
キ
さ
ん
・
61
歳
・

雄
物
川
）

　
今
話
題
の
塩
糀
で
り
ん
ご
ジ
ャ
ム

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
砂
糖
も
入
れ

な
い
の
に
甘
み
が
増
し
て
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
く
て
塩
糀
っ
て

す
ご
い
で
す
ネ
！

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
60
歳
・
十
文
字
）

　
娘
が
里
帰
り
出
産
で
第
２
子
を
出

産
後
、
二
人
暮
ら
し
の
静
か
な
生
活

は
急
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
カ
月
が
過
ぎ
て
娘
も
帰
り
、
そ
の

数
日
後
、
水
道
の
検
針
を
す
る
人
が

き
て
「
急
に
増
え
て
い
る
が
、
何
か

あ
り
ま
し
た
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

理
由
を
話
し
た
ら
納
得
し
て
い
ま
し

た
。
さ
り
げ
な
い
変
化
に
気
づ
き
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思

い
ま
し
た
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
51
歳
・
横
手
）

　
今
年
も
、
遠
く
で
暮
ら
す
息
子
か

ら
母
の
日
に
真
っ
赤
な
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
鉢
花
が
届
き
ま
し
た
。
10
年

近
く
単
身
赴
任
の
上
に
、
二
人
の
子

ど
も
の
教
育
費
も
大
変
だ
ろ
う
に
散

財
を
か
け
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
通
院
で
処
方
薬
服
用
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
赤
い
花
を
見
て
い
る

と
薬
よ
り
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
息

子
よ
あ
り
が
と
う
。

（
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
・
83
歳
・
増
田
）

　
岩
手
県
野
田
村
災
害
廃
棄
物
現
地

視
察
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
野
田
村
米
田
や
十
府
ケ
浦
の
廃

棄
物
仮
置
場
は
、
横
手
市
内
の
空
間

放
射
線
量
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
安

心
で
き
る
数
値
で
し
た
。

　
十
府
ケ
浦
の
廃
棄
物
は
、
生
活
そ

の
ま
ま
が
巨
大
な
ガ
レ
キ
の
山
と
化

し
て
い
て
、
胸
が
痛
く
な
る
よ
う
な

光
景
で
し
た
。
ガ
レ
キ
の
山
を
機
械

で
少
し
ず
つ
崩
し
て
選
別
す
る
と
い

う
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を

黙
々
と
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
を
願
い
な
が
ら
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。

（
伊
藤
秋
子
さ
ん
・
59
歳
・
横
手
）

　
６
月
１
日
号
の
市
報
に
は
、
私
の

知
っ
て
い
る
方
が
二
人
特
集
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、

私
と
同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
る
の
に

会
っ
た
こ
と
が
な
く
、
市
報
で
知
り

ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
て
も
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

（
イ
チ
ゴ
さ
ん
・
59
歳
・
雄
物
川
）

　
６
月
９
日
、
朝
日
新
聞
の『
ｂ
ｅ
』

の
〝
う
た
の
旅
人
〞
の
ペ
ー
ジ
を
見

て
驚
き
ま
し
た
。
１
９
７
６
年
の『
醍

醐
駅
』
が
ア
リ
ス
の
『
遠
く
で
汽
笛

を
聞
き
な
が
ら
』
の
レ
コ
ー
ド
・
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
顔
に
な
っ
て
い
た
と
は
!!

横
手
市
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は『
青

い
山
脈
』
以
来
で
す
ね
。

　
醍
醐
駅
の
長
い
ホ
ー
ム
も
、
今
で

は
無
用
の
長
物
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
横
手
の
文
化
遺
産
で
す
。

（
十
文
字
町
の
鉄
男
さ
ん
・
77
歳
・

十
文
字
）

　
町
内
の
婦
人
会
で
、
大
森
町
へ
出

か
け
ま
し
た
。
美
し
い
田
園
風
景
、

そ
れ
に
見
事
な
芝
桜
に
思
わ
ず
「
オ

ー
ワ
ン
ダ
フ
ル
!!
」

　
目
的
地
に
着
く
や
い
な
や
、
お
い

し
い
料
理
を
堪
能
し
、
感
謝
と
幸
せ

な
気
持
ち
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
遠
藤
さ
ん
・
68
歳
・
平
鹿
）

　
こ
の
街
が
、
本
当
に
美
し
い
と
思

う
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ど
の

道
も
、
若
葉
の
街
路
樹
、
欅
、
桜
、

紅
葉
、
半
纏
木
な
ど
、
そ
れ
ら
の
木

洩
れ
日
の
下
を
通
る
時
、
自
然
と
心

が
和
み
ま
す
。

　
ま
た
、
去
年
の
秋
、
街
の
中
で
、

ゴ
ミ
を
拾
う
女
子
高
生
の
姿
を
見
か

け
ま
し
た
。
横
手
の
街
が
、
常
に
清

美
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
い
う
人

た
ち
の
陰
の
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

（
髙
橋
康
子
さ
ん
・
72
歳
・
横
手
）

　
最
近
、
車
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
と
危
険
な
道
や
マ
ナ
ー
の
悪

い
車
を
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
以
上
悲

し
い
事
故
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
意
識
を
高
め
、

弱
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
栗
原
研
さ
ん
・
21
歳
・
大
森
）

　
最
近
、
中
学
生
の
娘
は
、
毎
日
午

後
９
時
頃
に
な
る
と『
き
ど
こ
ろ
寝
』

を
し
て
し
ま
っ
て
宿
題
も
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
『
き

ど
こ
ろ
寝
』
っ
て
ど
う
い
う
意
味
な

の
で
し
ょ
う
ね
？
漢
字
で
書
く
と
ど

う
書
く
の
で
し
ょ
う
？
も
し
か
し
て

県
南
だ
け
の
言
葉
？
方
言
で
も
県
北

県
南
中
央
と
微
妙
に
違
う
の
で
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
ね
。

（
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
・
50
歳
・
横
手
）

　
『
き
ど
こ
ろ
寝
』
は
一
般
的
に
は

『
普
段
着
の
ま
ま
う
た
た
寝
し
て
し

ま
う
こ
と
』
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
漢
字
で
は
『
着
所
寝
』
と
書

か
れ
、
秋
田
県
南
地
域
だ
け
で
な
く

東
北
地
方
全
般
の
ほ
か
、
北
海
道
や

茨
城
県
、
新
潟
県
な
ど
で
も
使
わ
れ

て
い
る
方
言
の
よ
う
で
す
。

　
疲
れ
て
『
ち
ょ
っ
と
横
に
な
る
だ

け
』
の
つ
も
り
が
、
ふ
と
気
が
つ
く

と
結
構
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
経
験
を
さ
れ
た
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
肌
寒
い
日
な
ど
は
、
風

邪
を
ひ
く
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す

ね
。

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 
横手かまくらＦＭで、
行政情報などを
放送しています

　市から市民生活に密着した行政情報やイベント情報
などを『よこてタウンメッセージ』のコーナーでお知
らせしています。

日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から

放送時間（毎日３回放送中）
月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

次回の放送は、７月11日(水)

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時50分～正午

７７
（５/16～６/15日到着分）

（５/16～６/15日到着分）

１１
20122012

横手ばら園に咲く色鮮やかなバラ

横手ばら園に咲く色鮮やかなバラ

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

た
よ
りけ

や
き

は
ん
て
ん
ぼ
く

と
　
ふ
　
が
　
う
ら

ま
い
　
た



広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　人生に悩みはつきもの。その悩
みを解消すべく、気持ちを軽くす
る精神論や簡単に実践できる健康
法が掲載されています。66の方法
の内１つでも当てはまったら、読
んだ価値はあるはずです。

『生きる力を磨く66の処方箋』
 鎌田實・吉川敏一＝著／ＰＨＰ研究所
『生きる力を磨く66の処方箋』
 鎌田實・吉川敏一＝著／ＰＨＰ研究所

　３年生に進級し新しいクラスで
『けんか係』になった和人君。け
んかをとめるのではなく、きちん
とけんかをさせる係りです。けん
かをして友だちは仲良しになれる
のでしょうか…。小学校低学年と
その家族におすすめの一冊です。

『けんかにかんぱい！』
 宮川ひろ＝作／童心社
『けんかにかんぱい！』
 宮川ひろ＝作／童心社

・７月14日（土）午前10時30分／十文字
・７月15日（日）午前10時30分／横手・雄物川・大森
・７月21日（土）午前10時30分／増田
・７月30日（月）午前９時30分／平鹿

７月のおはなし会（会場：各図書館)７月のおはなし会（会場：各図書館)

　『ＮＰＯ図書館の学校』主催の全国コンクールで入賞し
た作品を展示します。疑問や興味を持った事について、
調べ方やまとめ方の参考に、ぜひご覧ください。
・期　間／７月29日（日）～８月18日（土）
・場　所／雄物川図書館

『図書館を使った調べる学習コンクール』入賞作品展『図書館を使った調べる学習コンクール』入賞作品展

　横手・増田・平鹿・雄物川・大森・十文字の図書館では、
７月25日から８月26日まで、通常より30分早い午前９時
30分から開館します。※閉館時間は通常どおり。

サマータイムを実施しますサマータイムを実施します

◆大人向け

◆こども向け

・ちゃんと食えば、幸せになる／水木しげる
・「手仕事」で夢をかなえる女性たち／塩沢槇
・丘の上の邂逅(かいこう)／三浦綾子
・おうさまのおひっこし／牡丹靖佳
・影絵／後藤圭、劇団かかし座

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　先日、アメリカケンタ
ッキー州の高校生をホー
ムステイさせる機会に恵
まれました。17歳の彼は、
緊張しながらも日本語で
自分の住んでいる町や学
校の様子、家族のこと、
興味のあるパソコンにつ
いて、私たち家族に必死
に話してくれました。彼
と会話をするうちに、自
分の思いを伝えることや
相手の気持ちを考えるこ
との大切さに、あらため
て気づかされました。４
日間の短い滞在でしたが、
私たち家族にとって決し
て忘れることのできない
出会いになりました。あ
りがとうオースティン。
Good luck!　(伸）

あとがき
広報担当者のつぶやき
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横手図書館 ・・・・・・ 7月2・4・11日
増田図書館 ・・・・・・ 7月2・9・17日
平鹿図書館 ・・・・・・ 7月2・3・10・17日
雄物川図書館 ・・・・ 7月2・4・11日
大森図書館 ・・・・・・ 7月2・3・10・17日
十文字図書館 ・・・・ 7月2・4・11日
山内図書館 ・・・・・・ 7月1・7・8・14～16日
大雄図書館 ・・・・・・ 7月2・5・9・12・15・16日
雄物川郷土資料館　7月2・9・17日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 7月18日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 7月3・10・17日
えがおの丘 ・・・・・・ 7月2・9・17日
大森健康温泉 ・・・・ 7月2・9・17日
ゆとりおん大雄 ・・ 7月5日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 7月4・11日
　西・南部 ・・・・・・ 7月1・7・8・14・15日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 7月2・9・17日
南部シルバーエリア　7月2・9・17日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　7月4・11・18日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　7月4・11・18日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　7月9・23日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　7月3・10・17日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　7月5・12日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

棚田は塚須沢の貴重な財産

たくみ

人が訪れると集落が活性化する。肩肘
張らず交流を楽しみたい。

さとう　しょうご
昭和23年、旧浅舞町生まれ。大曲農業高校大森分
校を卒業後、就農し、稲作を中心に農業を営む。
現在は米、大豆、飼料米などを生産するかたわら、
〝棚田オーナー制度〟の応募者を受け入れて、集
落の活性化に貢献。民泊のできる受入体制を今後
検討したいと話す。

佐藤 昇悟さん（64歳・大森）

　
県
道
29
号
横
手
大
森
大
内
線
を
大
森
町
中
心
部
か
ら
由
利

本
荘
方
面
に
10
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、
左
手
に
『
塚
須

沢
集
落
』
の
案
内
板
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
道
を
入
る
と
10

軒
ほ
ど
の
民
家
が
建
ち
並
び
、
田
ん
ぼ
や
小
川
に
囲
ま
れ
た

緑
豊
か
な
里
山
の
風
景
が
広
が
る
。
こ
こ
塚
須
沢
集
落
で
農

業
を
営
み
な
が
ら
、
棚
田
で
の
農
業
体
験
の
場
を
提
供
し
、

都
会
と
農
村
を
結
ぶ
巧
が
佐
藤
さ
ん
で
あ
る
。

　
大
森
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
が
主
催
し
、
田

植
え
か
ら
刈
り
取
り
ま
で
を
行
う
〝
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
〞

は
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
。
世
話
人
を
務
め
る
巧
は
「
健

康
志
向
が
目
的
で
無
農
薬
の
米
作
り
を
し
た
い
人
や
、
家
族

で
楽
し
み
な
が
ら
農
作
業
を
通
じ
て
自
然
を
満
喫
し
た
い
人

な
ど
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
中
で
共

通
し
て
い
る
点
は
、
普
段
の
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
農
業

や
自
然
の
恵
み
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
」
と

参
加
者
の
心
境
を
理
解
す
る
。
「
手
植
え
の
際
は
、
必
要
以

上
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
し
な
い
。
結
果
と
し
て
、
稲
穂
の
つ
き

具
合
が
そ
ろ
わ
な
く
て
も
そ
れ
は
個
性
の
表
れ
。
農
業
体
験

の
醍
醐
味
に
つ
な
が
る
」
と
自
主
性
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
巧
は
自
ら
の
人
生
を
「
山
あ
い
の
集
落
で
、
農
業

だ
け
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
」
と
振

り
返
る
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
る
ま
で
続
け
た
首
都
圏

へ
の
出
稼
ぎ
や
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
。
台
風
で
葉
た

ば
こ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
全
壊
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
「
農
業
が
好
き
だ
か
ら
、
諦
め
る
こ
と
や
や
め
る
こ
と

を
考
え
な
か
っ
た
」
と
苦
し
い
時
を
乗
り
越
え
て
き
た
巧
の

言
葉
に
は
、
農
業
へ
の
深
い
愛
着
が
宿
る
。

　「
ラ
ン
タ
ン
で
映
し
出
さ
れ
る
棚
田
の
風
景
と
、小
川
の
ホ

タ
ル
を
観
賞
で
き
る
の
は
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の
特
権
。
こ
れ

か
ら
も
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
す
巧
は
、
今
後
も
塚
須
沢
集
落
を
訪
れ
る
人
た
ち

に
里
山
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
く
。

農業、グリーン・ツーリズムVol.79

広告



木 19
金 20

金　6
土　7

日　8

木12
金13
土14

日15

火17

  7/

水 18

火10

日  1

月　2

月　9

水11

火　3

水　4

木　5

あやめまつり　～7月8日、9：00～、平鹿浅舞公園
平鹿・あやめマラソン　9：45～、浅舞公民館
十文字さくらんぼまつり　～7月15日、案内所　23-9320
さくらんぼタネ飛ばし大会　9：30～、十文字陸上競技場
地域消防訓練大会（横手・増田・大雄地域）
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始7月18日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
横手市戦没者追悼式　10：00～、横手市民会館
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

地域消防訓練大会（雄物川地域）

地域消防訓練大会（平鹿・大森・十文字地域）
増田奉納盆おどり　19：00～、詳しくは17ページ
　急 市立横手病院（細谷医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
育児相談「相談のおもちゃ箱」　15：30～、植田保育所、
子育て支援センター　55-2255
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
横手わか杉カップ　～15日、詳しくは7ページ
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
雄物川郷土資料館『昆虫展』　

横手市消防訓練大会　8：30～、秋田ふるさと村第４駐車場
よこいち。『県北フェア』　10：00～16：00、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（渡辺医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
わくわくフェアinおものがわ　
あやめ杯民謡大会　
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
田楽灯ろうコンクール　18：00～受付、19：15～練り歩き、
大森町赤レンガ蔵周辺、大森地域局産業建設課　26-2116
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月８日（日）「ドラえもん 
　　　　　　　新・のび太と黄金のスパイ大作戦」 【107分】
７月15日（日）「カンフーパンダ２」  　　  　　　 【 90分】
７月16日（月）「ファインディング・ニモ」        【100分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第22回あやめ杯民謡大会
　秋田県民謡連盟公認の『あやめ杯民謡大会』
は新人発掘の登竜門として位置づけられ、例年
100人近い出場者が自慢の〝のど〟を競います。
◆日　時／７月16日（海の日）9：00～15：00
◆場　所／浅舞公民館   ◆入場料／無料
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課 　24-1118
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わくわくフェアinおものがわ
水と親しみ夏の一日を楽しもう！

■７月16日（海の日）9：30～15：00
　同日開催：小型電気自動車レース
　川の通信簿で〝５つ星〟
を獲得した雄物川河川公園
で『わくわくフェアinおも
のがわ』を行います。恒例
のイワナのつかみ取りやカ
ヌー体験のほか、豪華賞品
の当たる○×クイズ、秋田
のご当地アイドル「pramo
（プラモ）」のステージも行
われます。また、今年は県
内の高校生・一般の方が製
作した小型電気自動車レースと、電気自動車試
乗体験も同日開催します。流れる水と親しみな
がら、夏の一日をぜひ雄物川河川公園でお過ご
しください。
◆場　所／雄物川河川公園　※雨天中止
◆日　程／9：30～ 太極拳演舞、さかな釣り大会
　10：00～ 大道芸人ショー、pramoライブ＆トーク
　11：00～ イワナつかみ取り、下水道サミット
　12：00～ ○×クイズ、餅まき
　13：00～ 電気自動車レース
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課 　22-2111
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『昆虫展』～不思議な形と色の世界～
雄物川郷土資料館 特別展

■７月14日（土）～９月23日（日）
　身近にいながら観察する
機会が減った地元の昆虫を
はじめ、シボリアゲハやホ
ウセキゾウムシなど珍しい
昆虫も展示します。虫たち
を通して、生命の不思議を
感じてみませんか。　
◆時　間／9：00～17：00
　　　 （入館は16：30まで）
◆休館日／毎週月曜日
　　　　　※月曜日が祝日の場合はその翌日
◆入場料／一般100円、高校・大学生50円、
          中学生以下無料
◆場所・問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793

 

市報市報

　６月12日、皆瀬川の皆瀬頭首工で、増田小
学校の１年生48人がアユの稚魚放流を行いま
した。これは、命の大切さと頭首工の役割り
を知ってもらおうと、秋田県雄物川筋土地改
良区が主催。児童たちは、約10㌢に成長した
稚魚が入ったバケツをそっと傾け「大きくな
ってね』と声を掛けながら放流を行いました。

元気に大きくなってね
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